
 

 

はじめに 

 

 

本報告書は、2012 年度に実施した「若者の失業問題に関する基礎理論研究会」の成

果の一部である。 
本格的な研究会形成の準備という位置づけの本研究会では、委員 2 人にオブザーバ

ー4 人を加え、読書会形式で、若者の就業問題および若者という集団の捉え方につい

て勉強を始めた。また 2012 年 12 月には、インド・ヴァラナシにある有力大学院や資

格試験のための予備校 Triumphant Institute of Management Education のヴァラナ

シ校事務局長 Anupam Raghvanshi 氏および広島大学の佐々木宏準教授からご報告を

いただいた。記して、あらためて謝意を表したい。 
                                
                               2013 年 3 月 
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